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ADHD スペクトラム？−岡崎論文へのコメント  

 

 ADHD、すなわち注意欠陥（欠如）多動性障害については、岡崎

論文も述べるように、行動抑制不全論を唱える Barkley(1997)の主

張が主流となってきた感がある。この主張は、実行機能不全を主と

する認知機能不全と理解される。しかし、情動ならびに動機づけに

重大な問題があるとする考え方も以前から存在していた。  

 岡崎論文は、認知機能を反映する諸データのばらつきの大きさに

注目し、情動と動機づけ機能不全の重要性を主張する研究を紹介し

ている。情動レベルにおける報酬と動機づけの調整困難を重視した

理論として、 Sonuga-Barke(2005)の二重モデルが紹介されている。

このモデルでは、抑制困難と遅延報酬への嫌悪という 2 つの面での

障害が想定されている。問題解決場面で即時的な強化が得られない

場合に、「なぜ」行うかの理解と、自己行動の調整との間のギャップ

を説明できるモデルであるとしている。また実行機能に関して、実

行制御に関わるクールな面と、認知制御の情動的側面に関わるホッ

ト な 面 に 区 分 し た Zelazo ら に よ る モ デ ル が 紹 介 さ れ (Zelazo,  

Muller, et al. ,  2003)、それぞれを担う脳回路とその特性が論じられ

ている。特にホットな面については、研究結果の不均一性や個人差

の大きさを説明する要因として重視されるべきであるとする Kelly



らの主張も紹介している (Kelly, Scheres, et al.,  2007 )。従来、

ADHD を対象とした実験的研究は、データにおける個人差の大きさ

に悩まされてきたといえるが、このことを研究の対象とする方法論

が検討されるべきなのであろうと思われる。今後、実行機能のホッ

トな面の解明に関わる研究の進展が、期待される。岡崎論文は、

ADHD 研究におけるこれらの方向性を示した点で意義があるとい

える。  

 その上で、いくつかの課題を提起してみたい。まず、不注意、多

動性、衝動という主要な臨床的症状は、ホットとクールという 2 つ

の面を反映する機能のありかたからは、どのようにとらえられるか、

ということがある。また、クールな面とホットな面は、いつ頃どの

ようなかたちで発生し、行動に影響を与え臨床的症状を呈すること

になっていくのか、という発達軸上での展開モデルも必要になろう。 

 Nigg と Casey(2005)は、どんな環境事象がいつ生じるかという、

検出と予測に関与する前頭−帯状回路と前頭−小脳回路と、情緒的意

義を割り振る前頭−扁桃体回路の重要性を指摘している。そして、こ

れらの機能が相互的に適切に作用しないことが、ADHD の症状に結

びつくと考える。彼らは、このような機能の不全が認知や感情の発

達不全を導き、ひいては ADHD を有する子どもたちにみられるよう

な臨床的症状がもたらされるとみている。  



 Sergeant(2005)は、認知—活動モデル (cognitive-energetic model: 

CEM)を提案している（Fig.1）。このモデルによれば、情報処理の全

体的効率性は、3 つのレベルの相互作用によって決まる。すなわち、

注意の computational メカニズム、状態要因、実行機能、である。

このモデルには、入力、中枢処理、反応出力、のような認知メカニ

ズム、activation、arousal や effort のような energetic メカニズム、

そして管理 /実行機能という３つのレベルが含まれる。そしてこのモ

デルでは、トップダウンとボトムアップの両過程が含まれ、ADHD

症状が３つの全てのレベルで生じうると考える。このモデルでは、

抑制困難は、 energetic な面の不全で説明可能であるとする。また

activation や effort のような energetic な面が、ADHD に最も関連

が深いとみる。注意という概念は、心理学における難問中の難問で

もある（北島 ,1982）。ADHD の本質に迫るためには、これまで ADHD

では基本的には問題ないとされてきた選択的注意などの注意の諸側

面や前注意的側面などについても、改めて詳細に検討してみる必要

があるかもしれない（河西哲子 ,塚原睦子 ,他 ,  2001）。  

 Sergeant は、学習障害、高機能自閉症、行為障害などと ADHD

との合併性についても、CEM がよりよい説明を与えるとする。こ

こ数年、日本でも発達障害圏内における合併性の問題が取り上げら

れるようになってきた。黒川 (2011)は、「広汎性発達障害の症状と注



意欠如・多動性障害の症状を併せ持つこどもたちが多いのは、この

2 つの障害が、同種類の発達の病理を持つためではないか」と述べ

ている。ADHD の発生機序モデルは、合併性、特に自閉症領域との

関連性についても説明しうることが求められるであろう。  

 自閉症領域では、近年、自閉症スペクトラム障害、という名称が

認められつつある。注意欠陥（欠如）多動性障害、すなわち ADHD

についても、ADHD スペクトラムという概念は存在し得るかもしれ

ない。Sergeant による cognitive-energetic モデルは、ADHD の示

す多様性を説明しうるものであり、そのような視点からみていくこ

とも興味深いと思われる。  

 なお岡崎論文では、ADHD にかかわる遺伝子表現型の異質性につ

いても言及している。近年、遺伝と環境の相互作用については、エ

ピジェネティクス領域で興味深い知見が得られつつある。ADHD に

おいては発達過程における現れ方の変動も問題となるため、合併性

の問題も含めて、この領域での研究の展開が望まれるであろう (Elia, 

Laracy, et al.,2011)。  

 今後、ADHD の発生機序を問いつめていくことが、人間存在を支

える認知機能と情動機能、動機づけ機能の心理学的な切り分け方の

再検討と再編を求めていくことにつながっていくのではないだろう

か。その意味で、岡崎論文の主張するものは重要であり、今後の発



展に期待したいと思う。  
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